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12月27日まで役場前にたっこ王子のイルミネーシ
ョンが設置され、冬の夜を彩っています。
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今月の話題　

 田子町職員の給与・
 定員管理等について

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
(24.3.31)

歳出額
Ａ

実質収支
人件費

Ｂ
人件費率

（Ｂ／Ａ）

（参考）
21年度の
人件費率

23年度
人

6,468
千円

4,239,423
千円

126,085
千円

746,892
％

17.6
％

19.3

※人件費には、町長・教育長・議員・各種委員に支給される給料・報酬・
共済費等を含みます。

 １．総括

 ２．職員の給与等の状況

 ３．特別職の報酬等の状況

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当
期末・

勤勉手当
計Ｂ

23年度
人

82
千円

310,129
千円

49,315
千円

106,225
千円

465,669
千円

5,679

※職員手当には、退職手当を含みません。

(1) 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成24年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

田子町 318,500円 45.2歳 242,200円 38.7歳

国 304,994円 42.8歳 270,456円 49.7歳

(2) 職員の初任給の状況（平成24年４月１日現在）

区　分 決定初任給
採用２年経過日

給料月額

一般行政職
大学卒 172,200円 185,800円

高校卒 140,100円 149,800円

(4) 職員の手当の状況（平成24年４月１日現在）

区分 内容

　期末手当・
　勤勉手当

  期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.225月分 0.675月分
 12月期 1.375月分 0.675月分
 計 2.60月分 1.35月分

退職手当

 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
 勤続20年 23.50月分 30.55月分
 勤続25年 33.50月分 41.34月分
 勤続35年 47.50月分 59.28月分
 最高限度額 59.28月分 59.28月分
※定年前早期退職特例措置（２～20％加算）

扶養手当

　配偶者 13,000円
　配偶者以外
　・１人目 ( 配偶者有 ) 6,500円
　・　〃　 ( 配偶者無 ) 11,000円
　・２人目以上 6,500円
　・満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで
　　の子１人につき　5,000円加算

住居手当 　借家（借間）限度額 27,000円

通勤手当
　交通機関等利用者限度額 55,000円
　交通用具使用者限度額 24,500円

(3) 職員の経験年数別・
　学歴別平均給料月額の状況（平成24年４月１日現在）

区分
経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

一般行政職
大学卒 267,700円 308,100円 該当なし

高校卒 該当なし 267,300円 296,400円

技能労務職 高校卒 201,200円 該当なし 255,800円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいうものです。

　町職員の給与・定員管理については、
地方公務員法などの規定に基づき条例
等で定められています。
　その状況について、町民のみなさま
へお知らせします。

（平成24年４月１日現在）

区　分 給料月額等

給　

料

町　長
副町長
教育長

７６３，０００円
（不在）
（不在）

報　

酬

議　長
副議長
議　員

２８３，０００円
２４０，０００円
２２５，０００円

期
末
手
当

町　長
教育長

 ６月期　１．４月分
12月期　１．５月分
 　計　　２．９月分

議　長
副議長
議　員

 ６月期　１．４月分
12月期　１．５月分
 　計　　２．９月分



3

　今月の話題

問 田子町役場総務課　☎２０−７１１１
●詳しくは町のホームページをご覧ください。
　http://www.town.takko.aomori.jp/

(2) 部門別職員数の状況と主な増減理由（平成24年４月１日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成23年 平成24年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

2
23
6
6
6

12
2
6

2
24
6
6
6

12
2
6

0
1
0
0
0
0
0
0

政策推進室新設による
　職員配置

小　　計 63 64 1
特別
行政
部門

教　　育 19 19 0

小　　計 19 19 0

公営
企業等
会計
部門

病　　院
水　　道
その他

14
4

28

14
4

29

0
0
1

老健通所定員増による職員
　配置

小　　計 47 48 0

合　計 128 130 2

※職員数は一般職に属する職員数です。（教育長除く）

項　目 概　要
共済制度 青森県市町村職員共済組合の制度による

健康診断
（平成23年度）

定期健康診断　（35歳を除く40歳未満）　　26名
　　〃　　　　（35歳及び40歳以上）　　　31名

（※ 特定検診）
人間ドック　　日帰り（35歳以上）　　　　61名
　　〃　　　　脳検診（45歳以上）　　　　 ５名
がん検診　　　胃がん　　　　　　　　　   13名
　　〃　　　　大腸がん　　　　　　　　   12名

互助会組織

名　称 田子町職員互助会 きさらぎ会

加入者 常勤の職員
（診療所等除く）

常勤の職員
（診療所・老健

・訪問看護）

主たる事業 冠婚葬祭時の給付
地産地消事業等

冠婚葬祭時の給付
環境整備事業等

主たる財源 会員会費 会員会費

(1) 一般行政職の級別職員数（平成24年４月１日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主査 主幹
総括主幹、
グループリーダー、
給食センター所長等

副参事
課長等

参事

職員数
人

8
人

5
人

39
　人
5

人
10

人
9

人
76

構成比
％

10.5
％

6.6
％

51.3
　％
6.6

％
13.2

％
11.8

％
100

参　

考

１年前の
構成比

％
5.4

％
9.3

％
52.0

　％
9.3

％
18.8

％
5.3

％
100

５年前の
構成比

％
5.3

％
18.7

％
36.0

　％
13.3

％
16.0

％
10.7

％
100

※１．田子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代業的な職
　　務です。

 ４．職員数の状況

 ５．職員の福祉制度の状況

　トピックス

お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
～
勤
労
感
謝
訪
問
～

　

11
月
下
旬
、
田
子
幼
稚
園
と

田
子
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が

勤
労
感
謝
の
日
に
先
立
ち
、
町

内
事
業
所
を
訪
問
し
て
職
員
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

役
場
を
訪
れ
た
園
児
ら
は

「
い
つ
も
お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
す
」
と
大
き
な
声
で
述
べ
、

感
謝
の
品
や
手
紙
を
職
員
に
手

渡
し
ま
し
た
。

計
画
変
更
案
を
説
明
～
県

境
不
法
投
棄
事
案
に
係
る

住
民
説
明
会
～

　

11
月
14
日
、
中
央
公
民
館
で

県
境
不
法
投
棄
事
案
に
係
る
住

民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

か
ら
約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
本
晴
美

町
長
か
ら
「
実
施
計
画
変
更
案

に
つ
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
共
に
理
解
を
深
め
る
場
と
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
県
の
担
当
者
か
ら

実
施
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
、

大きな声で感謝を述べる町内保育園（上）と幼稚園の子どもたち

真剣に説明を聞く参加者
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第
46
回
田
子
町
社
会
福
祉
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

田
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
、
地
域
福
祉
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
約
１
５
０
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
社
会
福
祉
の
発

展
に
貢
献
し
た
方
々
９
名
２
団

体
に
対
し
、
表
彰
と
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
保
護
司
で
あ

り
弘
前
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
々
長
を
務
め
る
柳
田
光

祥
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
紙
」
の
演

題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
柳

田
会
長
の
曾
祖
父
が
書
い
た
日

記
と
、
保
護
司
と
し
て
自
身
が

接
し
た
少
年
が
更
生
し
て
い
く

町
か
ら
は
山
本
町
長
を
は
じ
め

町
議
会
議
員
９
名
が
、
関
東
近

郊
か
ら
は
約
50
名
の
町
出
身
者

が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
や
決
算
報
告
に
加
え
、
田

子
会
副
会
長
の
久
保
玄
次
氏

（
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）
へ
、

３
人
目
の
「
田
子
ふ
る
さ
と
大

使
」
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
田

子
町
か
ら
持
参
し
た
つ
つ
け
や

煮
し
め
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、

課
程
か
ら
、
福
祉
の
原
点
は

親
を
慕
い
大
切
に
す
る
こ
と

で
あ
る
と
、
ギ
タ
ー
に
よ
る

弾
き
語
り
を
交
え
な
が
ら
述

べ
、
出
席
者
は
講
演
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
表
彰
の
部

◎
福
祉
協
力
員
10
年
以
上

　

堀
合
貞
子

　

宮
村
純
吉

　

山
沢　

修

◎
役
員
10
年
以
上

　

坂
下
文
明

　

川
村
富
雄

　

森　

榮
子

◎
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
15
年

勤
続

　

西
村
由
美
子

◎
生
活
支
援
員
10
年
以
上

　

稲
垣
孝
夫

▼
感
謝
状
の
部

　

坂
上　

實

　

田
子
地
域
大
学

　

青
森
銀
行
田
子
支
店
大
福
会

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
〜

第
27
回
東
京
田
子
会
〜

　

11
月
25
日
、
東
京
都
内
で
第

27
回
東
京
田
子
会
総
会
及
び
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
子

関
東
近
郊
か
ら
の
参
加
者
ら
は

「
田
子
の
味
が
す
る
」「
お
ふ
く

ろ
を
思
い
出
す
」
と
口
々
に
話

し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
来
年
の
再
会
を
約
束

し
、
万
歳
三
唱
で
閉
会
し
ま
し

た
。

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

　

11
月
下
旬
、
中
央
公
民
館
と

清
水
頭
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
で

対
話
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
本
町
長
と
町
民
の

方
々
が
町
の
こ
と
に
つ
い
て
語

り
合
う
場
と
し
て
、
２
カ
月
に

１
度
開
か
れ
る
も
の
で
、
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
両
会
場
と
も
７
名
が

参
加
し
、
地
域
の
環
境
整
備
か

平
成
16
年
に
策
定
し
た
現
行
実

施
計
画
か
ら
廃
棄
物
等
の
総
量

が
15
万
ト
ン
増
加
し
、
撤
去
期

間
を
平
成
25
年
度
ま
で
延
長
す

る
こ
と
、
汚
染
地
下
水
の
浄
化

に
は
平
成
34
年
度
ま
で
か
か
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

汚
染
地
下
水
の
原
因
と
な
る
主

な
物
質
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

を
求
め
る
意
見
や
、
廃
棄
物
等

撤
去
完
了
後
の
場
内
整
備
お
よ

び
現
場
の
環
境
再
生
へ
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
出
席
者

か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
の
原
点
は
親
を
思
う

こ
と
～
社
会
福
祉
大
会
～

　

11
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で受章者代表の森さんによるあいさつ

柳田会長による講演

清水頭地区研修センターの様子

参加者全員で記念撮影

トピックス　



5

り
永
年
勤
続
功
労
賞
授
与

▽
平
成
３
年　

田
子
町
表
彰
条

例
表
彰
（
消
防
活
動
）

▽
平
成
８
年　

日
本
消
防
協
会

長
精
績
章

▽
平
成
10
年　

消
防
庁
長
官
よ

り
永
年
勤
続
功
労
賞
授
与

故
田
沼
義
三
さ
ん
に
旭
日

単
光
章
伝
達

　

11
月
27
日
、
故
田
沼
義
三
さ

ん
の
生
前
の
功
績
を
た
た
え
て

国
か
ら
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
、

山
本
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
受
領
し
た
奥
様
の
ト
モ
さ

ん
は
「
故
人
も
草
葉
の
陰
か
ら

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
お

心
遣
い
感
謝
し
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

田
沼
さ
ん
は
田
子
町
議
会
議

「
夢
と
希
望
」
を
も
っ
て

た
く
ま
し
く
ね
～
た
っ
こ

王
子
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
～

　

役
場
職
員
互
助
会
（
白
板
真

由
美
会
長
）
は
、
11
月
29
日
の

夜
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
っ

こ
王
子
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
園

児
と
保
護
者
ら
約
２
４
０
名
で
、

員
を
５
期
20
年
に
わ
た
っ
て
務

め
た
ほ
か
、
教
育
の
振
興
や
地

場
産
業
の
発
展
、
福
祉
衛
生
の

向
上
等
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま

た
、
田
子
神
楽
保
存
会
の
会
長

を
16
年
間
務
め
、
後
継
者
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
田
子
神
楽
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
な
功
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
田
子
町
議
会
議
員
５
期
20
年

▽
保
護
司　

19
年

▽
田
子
神
楽
保
存
会
々
長
16
年

▽
昭
和
55
年　

田
子
町
表
彰
条

例
表
彰
（
議
会
活
動
）

▽
昭
和
62
年　

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
（
議
員
15
年
以
上

活
動
）

▽
平
成
10
年　

東
北
地
方
保
護

司
連
盟
会
々
長
表
彰

役
場
庁
舎
前
に
設
置
し
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
行
い
、
大
き
な
声
で

「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
」
を
歌
い
、
子
ど
も
た

ち
は
少
し
早
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

職
員
が
約
１
カ
月
か
け
て
作

成
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
夢
と
希

望
」
を
も
っ
て
、
た
く
ま
し
く
、

大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
時

間　

午
後
５
時
～
９
時

※
12
月
27
日
ま
で

ら
町
の
将
来
の
こ
と
ま
で
話
題

は
深
ま
り
を
見
せ
、
予
定
さ
れ

て
い
た
時
間
内
で
は
収
ま
り
き

ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
１
月
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

～
沢
口
富
雄
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
受
章
～

　

11
月
15
日
、
沢
口
富
雄
さ
ん

（
72
・
川
向
）
に
国
か
ら
瑞
宝

単
光
章
が
贈
ら
れ
、
山
本
町
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
沢
口

さ
ん
は
41
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

消
防
団
員
と
し
て
積
極
的
に
職

務
に
あ
た
り
、
町
消
防
団
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

◎
沢
口
さ
ん
の
主
な
功
績

▽
昭
和
63
年　

青
森
県
知
事
よ

受領したトモさん（写真中）とご家族（写真右側２名）

受章した沢口さん（写真左）

イルミネーションの前で記念撮影

　トピックス

田子町・瑞山市
姉妹都市提携記念特集　Vol.3
田子町と韓国瑞山市の姉妹都市提
携を記念して、瑞山市の情報をお
届けします。第３回目は、瑞山市
の位置と気候を紹介します。

◎位置：瑞山市は、韓国忠清南道
の西北端、ソウルの南125km
に位置し、市内を西海岸高速道
路が通っているため、首都圏と
のアクセスに優れています。

◎気候：冬は寒く乾燥している反
面、夏は高温多湿となり、春と
秋は移動性高気圧の影響により
晴れて乾燥した日が多くなりま
す。また、台風や地震、洪水、
干ばつなどの自然災害が少な
く、穏やかな気候となっていま
す。

ソウル

瑞山市
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公民館情報

平成25年田子町成人式
▽と　き　１月13日（日）午後１時～
　　　　　（受付　正午～午後０時30分）
▽ところ　中央公民館ホール
▽内容
第１部　式典　午後１時～
第２部　新成人主催による祝賀パーティー　
　　　　午後２時30分～（終了予定　午後４時）
　祝賀パーティー ( 会
費1,000円 ) と記念写
真希望者は当日会場で
申し受けます。※ 成人
式運営スタッフ参加者
を募集しています。新
成人の晴れの姿を一緒
にお祝いしませんか。

新春書き初め大会開催
▽と　き　１月10日（木）午後１時30分～
▽ところ　中央公民館ホール
※参加する人は、午後１時までに公民館にお集まり
ください。
　なお、書き初め終了後映写会を行います。
▽今年の課題
　１年生「おもち」
　２年生「あいさつ」
　３年生「花だより」
　４年生「明るい年」
　５年生「平和の光」
　６年生「信念を通す」
　中学生「富士の白雪」
　高校・一般「梅花呈芳香」
　詳しくは、中央公民館までご連絡ください。

第35回田子町文化協会芸能発表会開催
▽と　き　２月３日（日）正午開演
▽ところ　タプコピアンプラザホール
▽賛助金　300円　高校生以上
▽出演団体
　田子神楽保存会技芸部、田子詩吟会、民謡愛好会、
舞踊愛好会、田子平成会、なかよし芸能愛好会、民
舞踊子すずめ会、田子町ナニャドヤラ保存会、田子
町カラオケ愛好会、青森南部相撲甚句会、新すみれ
会、しらゆきの会、演芸せきれい会（13団体の予定）
※ご近所お誘い合わせの上、また、ご家族おそろい
でご来場ください。

●平成25年度公民館講座募集
　公民館講座を自主運営しませんか。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続
したい等、みなさんからのご応募をお待ちして
おります。
▽募集期間　１月７日（月）～２月28日（木）

■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ
●クラフト講座−おいかけ編−

（１月～２月計４回）
▽とき　１月22日・29日、２月５
日・12日（火）午後７時～９時▽
ところ　中央公民館研修室▽材料代
1,500円前後▽持ち物　はさみ、メ
ジャー、洗濯ば
さみ、ボンド
▽申込期限　
１月16日（水）

●郷土料理講座
▽とき　１月16日・30日（水）午
前９時～午後３時▽ところ　中央公
民館和室・調理室▽材料代　1,500
円／２回▽持ち物　エプロン、三角
巾▽申込期限　１月15日（火）まで
●生花講座
▽とき　１月18日（金）午後６時
30分～▽ところ　中央公民館研修
室▽材料費　1,000円程度▽持ち物
　花はさみ、カッター▽申込　随時
受付

●フラワーアレン
ジメント
▽とき　１月29
日（火）午後７時
～９時▽ところ　
上郷公民館研修室▽材料費　2,000
円程度▽テーマ「ギフト用アレンジ」
▽申込期限　１月24日（木）
●水曜わんぱくじゅく
▽とき　１月16日（水）午後３時
～５時▽ところ　上郷公民館研修室
▽申込　当日受付します

田
子
町
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

保
存
会
（
昨
年
の
芸
能

発
表
会
）

民舞踊子すずめ
会（昨年の芸能
発表会）

成人式実行委員会の活動の様子

前回の新春書き初め大会の様子
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●田子町郷土資料
▽わたしの記憶の風景を彩ってくれ

た人々／小笠原春雄／ T289オ
●情報
▽パソコンで困ったときに開く本

2013 ／007パ
●社会
▽女性の仕事全ガイド '14年版／

366ジ
●健康
▽図解でわかる坐骨神経痛／494

ズ
●料理・家政
▽ dancyu 何度でもつくりたい絶

品おかず365レシピ／596ダ
▽ぐるぐる混ぜて簡単！アレルギ

ーフリーのおやつ／596ナ
▽ドイツ式心地よい住まいのつく

り方／門倉多仁亜／597カ
●歴史・時代小説
▽平清盛４／青木邦子／913ア
▽短夜の髪／京都市井図絵３／澤

田ふじ子／913サ
▽春の珍事／鎌倉河岸捕物控21 ／

佐伯泰英／913サ
▽月の輪草子／瀬戸内寂聴／913

セ
▽恋しのぶ／剣客春秋親子草／鳥

羽亮／913ト
●ミステリー
▽北斗／ある殺人者の回心／石田

衣良／913イ
▽萩殺人事件／内田康夫／913ウ
▽汚れちまった道／内田康夫／

913ウ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集22 ／西村京太郎／913ニ
▽アコギなのかリッパなのか佐倉

聖の事件簿／畠中恵／913ハ
▽母性／湊かなえ／913ミ
▽逃走／薬丸岳／913ヤ
▽６４／横山秀夫／913ヨ
●そのほかの小説など
▽少しだけ、おともだち／朝倉か

すみ／913ア
▽スリジエセンター1991 ／海堂

尊／913カ
▽クラウドクラスターを愛する方

法／窪美澄／913ク
▽七緒のために／島本理生／913シ
▽あと少し、もう少し／瀬尾まい

こ／913セ
▽陰陽師／酔月ノ巻／夢枕獏／

913ユ
▽ひらいて／綿矢りさ／913ワ
●エッセイ
▽衣もろもろ／群ようこ／914ム

「足澤禎吉文庫」特集
●「足澤禎吉文庫」展示と貸出
　図書館には、田子町名誉町民の故
足澤禎吉氏から寄贈された本を集め
た「足澤禎吉文庫」があります。田
子町衣更出身の足
澤氏は講談社に入
社し、その後副社
長に就任された方
で、多くの図書を
町に寄贈されまし
た。めずらしい洋
書や美術書、なつ
かしい文学全集な
どを展示・貸出し
ます。この機会に

どうぞご覧ください。また故足澤禎
吉氏の長女、足澤るり子さんの著書

「展覧会をつくる」もありますので、
こちらもご利用ください。

●若い人に贈る読書のすすめ
　新成人おめでとうございます。二
十歳のみなさんはもちろん、年齢は
問わず、今年新たな気持ちでスター
トするフレッシュなみなさんへのお
すすめ本を読んでみませんか？
　ご希望の方におすすめ本を紹介す
るリーフレットを差し上げます。ど

うぞご利用ください。
○聞く力／阿川佐和子
○七夜物語（上下巻）／川上弘美
○怪物はささやく／パトリック・ネ

ス
○夢をかなえる。／澤穂希
○ぼくはお金を使わずに生きること

にした／マーク・ボイル

●子どもの本「み・へびの本」
　特集
　2013年は巳年です。へびが出て
くる絵本、物語を約20冊集めて、
展示貸出し
ます。

●年末年始休館日
▼期間
　12月29日（土）〜１月４日（金）
　利用者のみなさまには大変ご不便
をおかけしますが、どうぞご了承く
ださい。
　新年は１月５日（土）から通常通
り開館します。

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

１
月
の
図
書
館
行
事

▼
12
／
22
（
土
）
〜
１
／
10
（
木
）

読
書
マ
ラ
ソ
ン

▼
１
／
12
（
土
）
午
前
11
時

読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

▼
１
／
12
（
土
）
午
前
11
時
15
分

紙
芝
居
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
１
／
26
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

干
支
「
み
（
へ
び
）」
の
お
り
が
み
作
り

▼
１
／
26
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー

▼色の濃い日が休館日です。

図書館情報

足
澤
禎
吉
文
庫
の
本
に
は
、
ラ
ベ
ル
に

透
明
青
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す

へびの絵本と
物語
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お知らせ　

■  不動産所得税について
　不動産所得税は、家屋を新築、増改築したときや、
土地や家屋を売買、贈与、交換などで取得したときに、
所得者に課税される県の税金です。
　税額は基準となる評価額に税率（住宅及び土地の場
合は３％、住宅以外の家屋の場合は４％）を乗じた額
になります。
　なお、住宅や住宅用地を取得した場合で、一定の要
件を満たす場合には、申請により不動産所得税が軽減

される制度があります。（東日本大震災により被災し
た不動産に代わる不動産を取得した場合にも適用）
　これらの制度を受けるためには申請していただく必
要があります。

▼詳細・問い合わせ先
　三八地域県民局県税部課税第２課
　☎０１７８－２７－５１１１　内線209、235
　青森県庁「県税・市町村税インフォメーション」
　URL：http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

■  平成25年度田子町臨時職員の募集
　町では平成25年度臨時職員を次のとおり募集しま
す。希望される方は必要書類を添えて期日までにお申
し込みください。
　なお、お申し込みいただいた方は、平成25年度田子
町臨時職員登録簿に登載され、任用期間が決定し次第、
その都度ご連絡いたします。担当課の業務の発生、内
容などにより登録者全員が採用されるとは限りません。

▼募集期間（平成25年４月採用分）
　１月４日（金）～２月22日（金）
※この期間以外でも登録は随時受け付けております。
▼応募に必要な書類
①平成25年度田子町臨時職員登録申請書　
※用紙は総務課にあります
②履歴書
③健康診断書（栄養士・診療所及び老健の介護員をご

希望の方は、公立医療機関発行の健康診断書が必要
です）

▼登録有効期間
　平成25年４月１日～平成26年３月31日
▼勤務条件等
◎交通費　支給有り（一定の条件を満たす場合）
◎勤務時間
　平日午前８時15分から午後５時まで
　（勤務の特殊性により、別に定める場合があります）
◎休暇　年次有給休暇・有　　特別休暇・有
◎社会保険の適用
　一定の要件を満たす場合は、原則として社会保険及
び雇用保険に加入しなければなりません。
▼その他
①田子町臨時職員登録簿は、田子町役場全般・田子町

教育委員会・町立田子診療所・老健たっこ・田子町
水道企業等に有効です。

②詳細や応募等は下記までお問い合わせください。

問役場総務課総務グループ　☎３２－３１１１
　〒039-0292 三戸郡田子町大字田子字天神堂平81

▼募集人員及び職種
　（年齢要件：70歳以下　任用期間：６カ月未満）

職種 勤務先 募集人員 資格等 賃金

事務補助員
庁舎内 若干名

高校卒業
（平成24年
度卒業見込
み含む）

日額
5,800円

レセプト
点検員 １名 医療事務

従事経験者
日額
6,400円

大型運転手

福祉バス １名 第１種
大型免許

日額
7,000円〜

研修バス １名 第１種
大型免許

日額
7,000円〜

建設課
重機 １名

大型特殊
自動車運転
免許

日額
8,600円

栄養士 老健
たっこ １名 栄養士免許 日額

9,000円

放射線技師 診療所 １名 放射線技師
免許

日額
10,500円

臨床検査
技師 診療所 １名 臨床検査

技師免許
日額
10,000円

看護師 診療所
若干名 准看護師

免許
日額
7,000円〜

若干名 看護師免許 日額
8,500円〜

介護員 老健
たっこ

８名
程度

資格の無い
方

日額
6,200円

ヘルパー２
級以上の資
格有り

日額
6,800円

用務員 町内
小・中学校 １名 高校卒業 日額

5,800円

特殊支援
教育支援員

町内
小・中学校

４名
程度

小・中学校
教員免許有り

時給
2,000円

高校卒業
（同上
 免許無し）

時給
1,200円

清掃員 公民館他 ４名
勤務時間
１週29〜

38時間　
時給722円

清掃員 診療所 ３名
勤務時間
１日４時間
程度

時給722円
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　お知らせ

■  油流出事故防止について
　家庭や事業所から油や薬品などが流れ出す水質事故
が多発しています。ご家庭や事業所で、タンクの状況
の再確認、除雪作業時の破損事故に注意しましょう。
　事故を起こした場合、また、発見した場合は、役場、
消防署、警察署等へご連絡ください。安全で安心な生
活のためにご協力よろしくお願いします。

問岩木川・馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会事務局
　青森河川国道事務所　河川管理課　
　☎０１７－７３４－４５９０

■  青森県特定（産業別）最低賃金改正の
　お知らせ

青森県特定（産業別）最低賃金件名 改正内容（時間額）

鉄鋼業 ７７７円

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 ７１２円

各種商品小売業 ７０５円

自動車小売業 ７４３円

問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７－７３４－４１１４　FAX ０１７－７３４－５８２１

■  合同厄祓祭開催のお知らせ
▼日時　２月10日（日）午後３時～
　（受付は午後２時から行います）
▼会場　中央公民館ホール
▼会費　5,000円（御守り、御
神酒、集合写真代含む）
　今年の厄祓祭の対象となるの
は、昭和47年度生まれの男性
と、昭和56年度生まれの女性で、１月10日までに参
加を申し込まれた方となります。
　また、町外出身の方で参加を希望される場合は実行
委員会までご連絡ください。
　会費は、当日受付にて承りますので、時間に余裕を
持ってお越しください。
◎田子町合同厄祓祭実行委員会　　
　代表　鳥井本　豊・日沢　勇
　連絡先☎０９０－１０６５－８３６０（事務局　山本）

■  平成25年度保育園入園児童募集
　平成25年４月からの入園児童を募集します。
▼募集人員　
　田子保育園　120名　　上郷保育園　30名
▼対象児童　平成25年４月１日現在、
満２カ月以上で満５歳以下の児童　
▼入園申込に必要なもの
①入園申込書（町指定のもの）
②平成24年分の源泉徴収票の写し、または確定申告書
の写し（提出後、所得状況が変更になった場合は、必
ずご連絡願います。）
③保護者の就労証明、自営の場合は地区担当民生委員
の意見書
④口座振替申込書（新規及び口座を変更する方）
※現在入園していて、引き続き入園を希望する場合も
申し込みが必要です。
▼保育料　平成24年分の所得税及び平成24年度町民
税の有無により決定します。
▼受付期間　１月10日（木）～１月31日（木）
　※ 必ず期限厳守でお願いします。
▼申込受付場所　役場住民課福祉グループ
　申込用紙は、役場住民課福祉グループと各保育園に
あります。

問役場住民課福祉グループ☎２０−７１１９

■  農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の提出
　提出期限は平成25年１月10日（木）
　農業委員会委員選挙人名簿は、毎年皆さんの申請に
基づいて調製されております。この申請がないと、選
挙資格があっても選挙人名簿に登載されず、農業委員
会委員選挙の際に投票できなくなりますので、資格の
ある方は忘れずに申請書を提出してください。
▼選挙資格
　次の条件のうち①と②の条件を満たし、かつ③また
は④の条件を満たしていること。
①平成25年１月１日現在で田子町に住所を有する者
②平成５年４月１日以前に生まれた者
③10アール以上の農地につき耕作の業務を営む者、お

よび耕作の業務を営む者の同居の親族またはその配
偶者であって、年間おおむね60日以上耕作に従事す
る者

④10アール以上の農地の耕作の業務を営む農業生産法
人の組合員、社員または株主であって年間おおむね
60日以上耕作に従事する者

▼配付および回収方法
　各地区の行政連絡事務担当者の方に配付と回収をお
願いしています。なお、回収に間に合わなかった方は
そのままにせず、期限までに個別に提出してください。
　選挙資格がある方で申請書が配付されなかった方、
紛失したという方は農業委員会事務局または各地区の
行政連絡事務担当者にお申し出ください。
　書き方については、申請書と一緒に配付されている
記載例をご覧ください。不明な点は農業委員会事務局
にお問い合わせください。

問田子町農業委員会事務局☎２０−７１２０



10

●1月7日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●1月8日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜正午
●1月9日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●1月10日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●1月11日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●1月15日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜正午
●1月16日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●1月18日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●1月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●1月22日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜正午

●1月23日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
●1月24日（木）
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
●1月25日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
●1月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●1月29日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜正午
●1月30日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:30
●1月31日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00

1月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●佐藤　善
ぜん
（和範・理津子）／下本町

●長畝孝
たかひろ
博（博文・王青）／池振

※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●米田英裕（三戸町）
　日向美歌（関下）
●栗山顕正（下田子）
　内沢優里（根渡）

お悔やみ
●松尾きみ子（69歳）下本町
●柳田金作（79歳）七日市
●原　雄一郎（76歳）道地
●櫻川廣太郎（85歳）関上
●沢森いし（99歳）明土平
●澤頭ゆき（80歳）干草場
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
24
年
11
月
30
日
現
在

世帯数／2254（＋２）
人口／6444（−４）
男／3083（−２）
女／3361（−２）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
明
る
く
楽
し
い
年
末
・
年
始

を
迎
え
る
た
め
に
！

　

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え

る
こ
の
時
期
、
火
事
を
防
止
す

る
た
め
、
三
戸
消
防
署
田
子
分

署
で
は
、
12
月
20
日
か
ら
１
月

10
日
ま
で
の
間
、
管
内
を
巡
回

す
る
な
ど
警
戒
体
制
を
強
化
し

ま
す
。
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る

三
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
》

▼
警
報
器
が
鳴
っ
た
ら

○
火
災
の
と
き

　

大
声
で
周
り
に
火
事
を
知
ら

せ
、
１
１
９
番
通
報
を
す
る
。

○
火
災
で
な
い
と
き

　

警
報
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
、

引
き
ひ
も
を
引
く
な
ど
し
て
警

報
音
を
止
め
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
除
雪
作
業
に
ご
協
力

　

く
だ
さ
い
！

　

こ
れ
か
ら
豪
雪
の
時
期
に
な

り
ま
す
。
住
民
の
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
除
排
雪
作

業
で
一
番
困
る
の
は
路
上
放
置

駐
車
で
す
。
急
病
人
を
搬
送
す

る
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
路
上

放
置
駐
車
は
障
害
と
な
り
ま
す

の
で
、
道
路
の
広
さ
を
問
わ
ず

み
な
さ
ん
の
生
活
を
確
保
す
る

除
排
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
放

置
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
除
排
雪
作
業
者
の
直

前
、
直
後
の
雪
出
し
も
、
事
故

の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

「
わ
た
し
た
ち
の
町
の

　

安
全
・
安
心
１
１
０
番

　
　

あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て
」

◇
何
が
あ
っ
た
（
事
件
・
事
故
）

◇
ど
こ
で
（
場
所
）

◇
い
つ
（
今
、
何
分
前
）

◇
犯
人
は
（
人
相
、
特
徴
な
ど
）

◇
状
況
（
被
害
や
ケ
ガ
な
ど
）

◇
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号

　

大
切
な
電
話
、

　
　

い
た
ず
ら
は
や
め
よ
う

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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編
集
後
記

　

役
場
前
に
た
っ
こ
王
子
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
夜
に

な
る
と
約
４
０
０
０
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
が
点
灯
し
、
町
内
の
ク
リ
ス
マ
ス
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
色
と
り

ど
り
の
光
を
放
つ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
天
気
の
良
い
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
雨
や
雪
の
降
る
中
で
は
ま
た
違
っ

た
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

以
前
、
役
場
前
に
は
、
に
ん
に
く
と

べ
ご
ま
つ
り
を
宣
伝
す
る
た
め
、
約
３

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
に
ん
に
く
の

形
を
し
た
「
に
ん
に
く
ツ
リ
ー
」
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
巨
大
な
に

ん
に
く
か
ら
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

へ
姿
を
変
え
、
３
年
ぶ
り
に
町
の
夜
を

照
ら
し
て
い
ま
す
。

　

た
っ
こ
王
子
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
青
森
県
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
ア
プ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
青
森
県
観
光
情
報
サ
イ
ト
「
ア
プ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
」

h
ttp

://w
w

w
.a

p
tin

e
t.jp

/D
e
ta

il_
display_0

0
0
0
4
3
0
9
.htm

l

　
（
広
報
担
当　

清
水
）

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

町
内
め
ぐ
り

　

10
月
31
日
に
行
わ
れ
た
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、

家
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
仮

装
し
て
登
園
し
ま
す
。
各
ク
ラ

ス
で
は
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち

か
ら
要
望
を
聞
き
、
ク
レ
ヨ
ン
、

ス
タ
ン
プ
な
ど
で
顔

に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
左
右
の

頬
に
ハ
ー
ト
や
お
ば

け
を
描
い
て
も
ら
い
、

保
育
園
を
飛
び
出
し

サ
ン
モ
ー
ル
ロ
ー
ド

を
練
り
歩
き
ま
す
。

保
育
園
を
出
て
す
ぐ

に
、
役
場
で
は
大
き

な
風
船
や
お
菓
子
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
進
む

道
に
は
保
護
者
の
方
や
ご
町
内

の
方
々
の
ご
参
加
が
あ
り
、
お

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

手
提
げ
袋
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
ぎ
ゅ

う
ぎ
ゅ
う
に
詰
め
込
み
、
た
く

さ
ん
の
お
や
つ
に
負
け
な
い
笑

顔
で
意
気
揚
々
と
保
育
園
に
戻

り
ま
し
た
。

　

町
内
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち

が
一
つ
に
な
り
、
大
き
な
喜
び

を
い
た
だ
い
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

●
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う

　

す
ぐ
「
つ
か
れ
た
」
と
言
っ

て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
口
癖
な
の
か
、
本
当
に
疲

れ
て
い
る
の
か
？　

体

力
の
低
下
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
保
育
園
に

も
徐
々
に
忍
び
寄
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

少
し
ず
つ
体
力
を
つ

け
よ
う
と
今
年
は
、
朝

の
体
育
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
加
え
園
庭
マ
ラ
ソ

ン
、
う
ん
て
い
、
鉄
棒

遊
び
を
多
く
取
り
入
れ

ま
し
た
。
毎
日
行
う
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
体

力
は
確
実
に
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。
八
戸
大
学
に
よ
る

体
力
測
定
テ
ス
ト
で
も
明
ら
か

な
体
力
向
上
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す

が
、
こ
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
に
、

小
さ
な
こ
と
で
あ
き
ら
め
ず
に

頑
張
ろ
う
と
す
る
か
ら
だ
と
心

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
保
育
園
）

学
校
の
話
題
　 

田
子
保
育
園

　情報スクランブル

泥
く
さ
い
服
だ
が
僕
の
勝
負
服 

岩
間
十
三
男

一
年
生
一
字
一
字
を
指
で
読
む 

中
村
春
太
（
春
雄
）

こ
つ
こ
つ
と
漬
物
母
と
漬
け
て
ま
す 

中
村
与
志

不
景
気
で
朝
と
昼
飯
一
緒
な
り 

松
尾
よ
し
夫

見
上
ぐ
れ
ば
あ
ま
ね
く
照
ら
す
ひ
か
り
の
環 

森
田
榮
子

な
の
は
な
を
か
き
分
け
な
が
ら
蝶
が
舞
う 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

青
空
へ
枯
葉
か
け
っ
こ
し
て
消
え
た 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

足
音
が
ち
ら
ば
っ
て
い
く
冬
の
星 

笹
田
か
な
え

嫁
に
来
い
両
手
広
げ
て
待
っ
て
る
ぞ 

鳴
滝
笑
美
子

わ
が
家
に
は
カ
ッ
パ
が
座
る
石
が
あ
る 

　

荷
軽
井
光
生

自
信
あ
る
顔
が
ド
ッ
カ
と
前
の
席 

久
慈
三
太
（
正
良
）

雪
国
は
寄
り
添
う
肌
の
暖
か
さ 

西
村
吐
夢
（
務
）

喜
び
も
悲
し
み
も
み
な
予
約
済
み 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

座
布
団
が
コ
ホ
ン
と
小
さ
い
せ
き
を
す
る 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

カ
ン
パ
ス
へ
沈
む
ロ
ー
カ
ル
線
の
海 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳



12

広
報
た
っ
こ
２
０
１
３
年
１
月
号
（
平
成
24
年
12
月
19
日
発
行
）
通
算
第
６
３
８
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

快挙！
ＣＭ大賞でアイディア賞受賞

女子相撲の活躍をたたえ祝賀会

　12月２日、青森市で、ＡＢＡ青森朝
日放送主催による第12回ふるさと自慢
わがまちＣＭ大賞審査発表会が開催さ
れ、田子町からエントリーした作品がア
イディア賞を受賞しました。この作品
は、役場職員の有志による「たっこ元気
プロジェクト」によって制作され、田子
中学校相撲部の生徒が出演しています。
　審査発表会の模様は、１月５日の午後
２時から、ＡＢＡ青森朝日放送で放映さ
れます。

　12月１日、中央公民館で、世界ジュニア女子相撲選手権大会、
全日本小学生・中学生女子相撲大会、全日本女子相撲郡上大会祝
賀会が行われました。
　これは、女子相撲の各種大会で活躍した、三戸町と田子町の選
手の功績をたたえて、青森県相撲連盟三戸支部の主催により開催
され、両町の相撲関係者ら100名以上が出席しました。
　祝賀会では、県相撲連盟三戸支部副支部長の井畑博明さんが「選
手の戦績は、相撲連盟三戸支部として喜びに堪えない。こうした
結果は、温かい支援があったおかげ。今後とも女子相撲を応援し
ていただきたい」とあいさつを述べました。
　また、選手らの今後の活
躍を期待し、田子中学校教
員が前に立って指揮を執
り、出席者全員でエールを
送り激励しました。
　田子町の選手の成績は次
のとおりです。
◆鳥井本 茉奈美 選手
　（三本木農高２　田子町出身）
◎第16回全日本女子相撲選手権大会

▽団体戦　２位（大将）
▽重量級　３位決定戦進出

◆鳥井本 聖奈 選手（田子中３）
◎第３回全日本女子相撲郡上大会（岐阜県）　

▽団体戦　３位（大将）▽中学生重量級　優勝
▽無差別級　優勝

◎第９回全日本中学生女子相撲大会（佐賀県）
▽無差別級　優勝（小学校４年生から６連覇）

◎第３回世界ジュニア女子相撲選手権大会（中国香港）
▽団体戦　３位（大将）▽重量級　３位

◆鳥井本 遥奈 選手（田子小６）
◎第15回全日本小学生女子相撲大会（佐賀県）

小学６年生の部50kg から60kg 未満級に青森県代表として出場

はじめてのハッピーバースデイ
平成23年12月に生まれた満１歳のお友だちです。

●髙沢妃
ひ な の

希ちゃん
Ｈ23.12.16

（飯豊・女の子）
ひなの笑顔で家族みん
なが笑顔になれるよ。
ありがとう。これから
も元気一杯でたくさん
笑っていてね。

ナイター野球・バレーボールの優勝チーム決まる
　熱い試合を繰り広げたナイタ
ー野球リーグ戦と、ナイターバ
レーボールリーグ戦が閉幕し、
優勝チームが次のとおり決まり
ました。

●第42回ナイター野球リーグ戦
優　勝　田子町役場
準優勝　トラック☆エンペラー
第３位　阿部繁孝商店

●第36回ナイターバレーボール
　リーグ戦
優　勝　ダークホース
準優勝　魁Ａ
第３位　冠ジローズ

CM に出演した田子中相撲部

活
躍
し
た

田
子
・
三
戸
の
選
手
の
み
な
さ
ん

首位打者となった宮澤真一さん

優勝したダークホースチーム

町のみなさんこんにちは

◎趣味や特技は？
スポーツ観戦です。特にバスケットボ
ールと野球が好きで、テレビではなく
会場へ見に行きます。

◎田子町で暮らして感じる良いところ
地元の軽米町に似て自然が多いところ
です。

◎将来の夢や目標
　北米のプロバスケットボールリーグ
「ＮＢＡ」をアメリカの会場で直接見た
いです。

●松浦 久乃　22歳
　（まつうら　ひさの）

●出身地：軽米町
●お住まい：  野月
●お勤め先：
社会福祉法人くりの木会
田子保育園


